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防災・災害対策委員会
平成２８年度～活動報告～

報告者：防災・災害対策委員会 委員長
桜洲校区コミュニティ協議会 会長 赤尾 力



課題と取組内容
① 事前避難予定者が４割いるが、実際に避

難 した人と避難していない人を把握でき
ない

② 避難フェリーの出港判断が難しい

③ 町内会等で家族情報の事前把握が必要

④ 高齢化率が高く、災害が発生した場合、
２割の人が自力で避難できない

⑤ 要支援者に対する支援者が決まってい
ない

⑥ 高齢者・一般の避難訓練の参加者が少
ない

⑦ 毎年の訓練が形骸化しているおそれ

取組１
住民の避難状況
の把握

取組２
避難行動要支援
者の避難体制
確立

取組３
避難訓練の充実
強化
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モデル地区による取組の検証

取組１ 住民の避難状況の把握

●役員会（5回）、総会（2回）を開催
して、世帯票による調査を実施

●世帯票をとりまとめて住民一覧
表を作成

【結果】

高免町内会住民：４５世帯７７人

・６５歳以上：７０％

・事前避難予定者：４７％

住民の避難状況を把握できるよう、
毎年度、住民一覧表を更新する

取り組み
ました！
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取組２ 避難行動要支援者の避難体制確立

世帯票による調査から、自力避難が
できない６人を把握した

毎年度、住民一覧表を更新し、要支援者を把握
するとともに、その避難支援者を決定する
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取り組み
ました！

協議（４回）の結果、要支援者につい
ては、消防団が一緒に避難すること
とした

訓練では、要支援者６人はすべて、
事前に自主避難した

モデル地区による取組の検証



取組３ 避難訓練の充実強化

作成した避難手順書にしたがって
毎年度、避難訓練を実施し、その実効性を高める

役員会・総会の協議・検討により
避難手順書を作成し、各世帯へ
配布した

避難手順書にしたがって、
島外避難訓練を実施した

訓練後、アンケート調査により、
実効性を検証した
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取り組み
ました！

モデル地区による取組の検証



6昨年の防災対応の様子（対策本部）

桜島全島避難に関する調査
（１） 趣旨

平成２７年８月の噴火警戒レベル４への防災対応を踏まえる中
で、緊急連絡先の把握、複合災害時の避難手段の確保などの課
題があったため、桜島の全島民を対象に、調査を実施したもの。

昨年の防災対応の様子（避難所）

平成２８年度の活動：住民等の避難状況の把握

（取組１・２関係）
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調査概要

(2) 調査時期 平成２８年７月～８月

(3) 調査方法 島内の町内会と市との協働で実施。

※ 調査に際して、町内会長に対する説明会や、

希望する町内会ごとの説明会を実施。

(4) 回答数・回収率

・ 1,825世帯、3,952人（対象数：2,008世帯、4,290人）

・ 回収率…９２．１％（対象人数ベース）

町内会長への説明会の様子



問１ 緊急連絡先や避難先、あなたや同居している家族の状況について教えてください。   ※ 避難時の緊急連絡先を確認するほか、避難時の体制確保のため、避難用住民一覧表に記載する内容です。

番

号
お名前

性

別
生年月日

緊急連絡先

（携帯電話

または

親戚など避難先の

電話番号）

日中の

主な居場所

島外の避難先 家 族 で 一

緒に避難し

ますか。

※ 消 防 団 な

ど同行できな

い 理 由 が あ

れば、記載。

避 難 に

支 援 が

必要です

か

（ 必 要 な

場合、○）

支援が必要な場合

１ 市が指定する避難所

２ 市が指定する福祉避難所

３ 家族・親戚・知人の住宅

４ 決まっていない

５ その他（   ）

※３・５の場合の

避難先

１ 鹿児島市

２ 垂水市

３ その他（  ）

支援が必要な理

由（寝たきり、車イ

ス使用など）

支 援 者 が

いますか

（ い る 場

合、○）

車椅子が

有 り ま す

か

（ 有 る 場

合、○）

避難生活

に介 助が

必 要 で す

か（必要な

場合、○）

1
男

女

大 ・ 昭 ・ 平
島外・島内

１ ２   ３   ４

５（             ）

１    ２  

３（        ）

2
男

女

大 ・ 昭 ・ 平
島外・島内

１  ２   ３   ４

５（             ）

１    ２  

３（       ）

3
男

女

大 ・ 昭 ・ 平
島外・島内

１ ２   ３   ４

５（             ）

１    ２  

３（       ）

4
男

女

大 ・ 昭 ・ 平
島外・島内

１ ２   ３   ４

５             ）

１    ２  

３（       ）

5
男

女

大 ・ 昭 ・ 平
島外・島内

１ ２   ３   ４

５（             ）

１    ２  

３（       ）

6
男

女

大 ・ 昭 ・ 平
島外・島内

１ ２   ３   ４

５             ）

１    ２  

３（       ）

7
男

女

大 ・ 昭 ・ 平
島外・島内

１ ２   ３   ４

５（             ）

１    ２  

３（       ）

※人数が足りない場合は、もう 1 枚ご記入ください。

問２ 避難の時期や方法などについて、家族で避難する場合の基本的な考えを伺います。※大噴火が迫っており、島外避難が必要な場合や、台風等でフェリーが運航できない複合災害時、避難の長期化を考慮しての質問です。

島外避 難の

場合、いつ、

ど ん な 方 法

で 避 難 す る

か

(1) 大噴火が発生すると予想される段階の噴火警戒レベル４で

「避難準備情報（避難準備をしてください）」や、

「避難勧告（避難してください）」が発表されます。

いつ避難しますか？（一つに〇）

１ 避難準備情報・避難勧告が出ていなくても、有感地震などの状況で自主的に避難する  

２ 「避難準備情報」を防災無線や消防が広報した時に、避難する（フェリーは通常運航の状態です。車両も輸送できます。）

３ 「避難勧告・避難指示」を防災無線や消防が広報した時に、避難する（フェリーは通常運航を止め、各避難港へ。車両は輸送できません。）

４ その他（                             ）        ５ わからない・決まっていない

(2) (1)のタイミングで島外に避難する場合、どのような方法で避難

しますか？（一つに〇）

１避難港からのフェリー・漁船          ２ 自家用車で、フェリーまたは陸周り

３ ご近所の自家用車に乗り合わせ     ４ 自家用船舶          

５ その他（                   ） ６ 避難方法がない・決まっていない

【自家用車で避難する場合】

台数：       台

方向： １ 桜島フェリーで  ２ 陸回りで

台風などが

接近してい

る場合

(3) 噴火警戒レベル４(避難準備)の段階で、台風接近中で、まだ、

フェリーが運航している場合、避難しますか？（一つに〇）

１ 避難する                          ２ まだ避難しない    

３ その他（                     ）    ４ わからない・決まっていない

(4) 「避難勧告」の段階で、島内に残っていたとき、フェリーが運航

できない場合、どのような方法で避難しますか？（一つに〇）

１ 自家用車（陸回り）          ２ ご近所の自家用車に乗り合わせ（陸回り）

３ 避難用バスがあれば利用する    ４ その他（                                  ）

情報の入手

方法
(5) 情報はどうやって入手しますか？（いくつでも〇）

１ テレビ・ラジオ  ２ 防災行政無線・戸別受信機  ３ 市役所などのホームページ  ４ 安心ネットワーク１１９（消防局からのメール）

５ 消防車両による広報   ６ 親戚・ご近所からの連絡   ７ その他（                                      ）

避難が長期

化した場合

(6) 避難が長期化し、数か月から１年以上にわたった場合、どの

ような「長期的な避難先」を希望しますか？（いくつでも〇）

１ 知り合いの住宅 ２ 市が準備する仮設の住宅など

３ 避難生活を終え、転居する  ４ その他（          ）

【「２に○をした方」仮設住宅の希望地域】

１ 鹿児島市 ２ 垂水市 ３ 鹿屋市 ４ 霧島市 ５ その他（       ）

【主な調査項目】
① 緊急連絡先
② 日中の主な居場所（島内／島外）
③ 避難先
④ 避難に支援が必要か
⑤ 避難の時期、手段
⑥ 台風などが接近している場合の避難の時期、手段
⑦ 避難が長期化した場合の避難先
⑧ 児童・生徒の避難方法
⑨ ペット・家畜の避難
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調査結果

923 人

1,587人

971人

大噴火が迫っており、島外避難が必要な場合

（１）

その他：職場の指示。仕事の都合。娘が迎えに来た時。等
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調査結果

1,283人

1,902人

大噴火が迫っており、島外避難が必要な場合

（２）

その他：職場の指示。入所施設の指示。病院から迎えが来る。等
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桜島火山爆発総合防災訓練
（島内避難訓練） 実施概要
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島内避難訓練の概要

（１） 趣旨

南岳山頂火山及び昭和火口から３Km以内の地域であ
る有村地区及び古里東地区、火砕流等の影響が予測さ
れる塩屋ヶ元地区で、桜島島内の避難所に夜間に避難
する訓練を実施するもの。

避難バスの状況（古里東）現地災害対策本部の状況
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島内避難訓練の内容

桜島島内避難計画全体図

②火砕流等被害想定

①噴石の被害想定
海上輸送訓練

有村・古里東地区

塩屋ヶ元地区南岳山頂火口
昭和火口

高齢者福祉
センター東桜島

さくらじま白浜
温泉センター
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島内避難訓練の実施状況

避難用家族カードとの照合状況

避難用家族カード

住民一覧表

突合
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島内避難訓練の実施状況

塩屋ヶ元地区の住民避難状況
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島内避難訓練の実施状況

ホテルの従業員による、外国人観光客
への状況の説明状況
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島内避難訓練の実施状況

道路の不通を想定した海上輸送訓練
鹿児島海上保安部の巡視艇による避難
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島内避難訓練のアンケート内容

• 自宅から待機場所までが暗かった。

• 照明の間隔が広く暗い。

• 暗くて目印が分からず、どこへ行けばいいのか分か
らなかった。

• 消防のライトがあって助かった。

• 雨天で避難がしにくかった。

• 夜間の避難は厳しいと感じた。

• 消防団の人が付き添ってくれて、心強かった。
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桜島火山爆発総合防災訓練
（島外避難訓練） 実施概要

テーマ：「一人の逃げ遅れも出さないために」
サブテーマ：「新たな避難体制の構築に向けて」

垂水市中央運動公園



（１）実施日時

平成２９年１月１２日（木）午前８時から正午まで

（２）実施場所

桜島全域及び桜島溶岩グラウンドほか、垂水市

（３）主な訓練

① バスを使用した住民避難誘導訓練

② 残留者捜索･輸送訓練、現地本部撤収訓練

③ 住民主体による避難所設置・運営訓練
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島外避難訓練の概要
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島外避難訓練の概要

①－Ａ 住民避難の様子

桜洲小学校の避難状況



22

島外避難訓練の概要

①－Ｂ バス広域避難（今回は、３台で輸送）

垂水市中央運動公園へ

⑱ﾌｪﾘｰﾀｰﾐﾅﾙ

⑰桜洲小学校

⑯武公民館

⑭桜峰小学校

①桜島物産館

②砂防ｾﾝﾀｰ

③東桜島小学校

④東桜島支所

⑤改新交流ｾﾝﾀｰ

⑥有村退避舎

⑪高免集会所

⑩園山退避舎

⑨浦之前退避舎

⑧宇土公民館

⑦黒神中学校
（塩屋ヶ元退避舎）

⑬白浜温泉ｾﾝﾀｰ

⑮桜島中学校

⑫東白浜公民館
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島外避難訓練の概要

①－Ｂ 広域避難の様子

黒神中学校の避難状況

垂水市中央運動公園
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島外避難訓練の概要

②－Ｂ 残留者捜索・輸送の様子
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島外避難訓練の概要

③避難所設置・運営訓練の様子



26

アンケート内容(小池地区 ※桜洲小⇒体育館)

住民主体による避難運営訓練について

いい経験になった 大変だった その他 合計

５１（９８％） １（２％） ０（０％） ５２

・ 桜島島民全員で避難してみたい。
・ トイレの経験ができて良かった。
・ 備蓄物資が充実していると感じた。
・ 近所との声掛けが大事。
・ 災害時には、水道、ガス、電気が停まると思う。

訓練の時間について

ちょうど良い 長かった 短かった わからない 合計

４７（９０％） ３（６％） １（２％） １（２％） ５２
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28ご清聴ありがとうございました


